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区分地区「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の追加指定 

（１）概要及び区分地区の対象範囲 

「地域の景観特性に基づく区分地区」として、「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」を定めま

す。一部改定により、景観法第８条第２項第１号の規定に基づく景観計画の区域は、図表１・

２・３のとおりとなります。 
 

図表１ 景観計画の区域と区分地区 

 

※本図は概ねの位置を示したものです。 

図表２ 区分地区一覧表 

区分地区名 対象範囲 

水とみどりの神田川・妙正寺川地区 
神田川と神田川の両側 30ｍの範囲及び妙正寺川と妙正
寺川の両側 30ｍの範囲 

歴史あるおもむき外濠地区 
国史跡江戸城外堀跡及び江戸城外堀跡から２００ｍの範囲（た

だし、神楽坂一～三丁目各地内、若宮町各地内、市谷本村町各

地内、本塩町各地内、坂町、四谷一丁目各地内を除く） 

新宿御苑みどりと眺望保全地区 新宿区内藤町、大京町各地内、新宿一～四丁目各地内 

粋なまち神楽坂地区 新宿区神楽坂一～五丁目及び袋町各地内 

エンターテイメントシティ歌舞伎町地区 新宿区歌舞伎町一丁目および歌舞伎町二丁目各地内 

落合の森保全地区 新宿区下落合二～四丁目各地内 

潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区 四谷一丁目地内 

一般地域 上記の７地区以外の地区 

潤いと歴史かおる四谷
駅周辺地区（追加指定） 

エンターテイメント 
シティ歌舞伎町地区 
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図表 ３ 「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の対象範囲詳細図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本図は概ねの位置を示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三栄町 

※本図は概ねの位置を示したものです。 

  

本塩町 

ＪＲ四ツ谷駅 四谷１丁目 四谷二丁目 

三栄町 
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(２)景観形成方針 

四谷駅周辺地区は、江戸城の城郭であり、貴重な水辺空間や豊富なみどりを有する外濠に隣接

しています。また、江戸時代から四谷御門を基点に賑わいが発展してきた町人地であり、三栄通

りに玉川上水が通るなど、江戸の歴史を有する場所です。明治時代には、四ッ谷駅が開設となり、

赤坂離宮（現迎賓館）や文教施設群の建設が進み、さらに賑わいが形成されてきました。その後

も、鉄道の複線化や四谷見附橋の架け替えなど、多くの歴史を積み重ねてきました。 

そして、現代、鉄道や幹線道路が交差する交通の要所となり、しんみち通りや三栄通りなど個

性的な通りによる賑わいある景観が形成されています。また、外濠や外堀通りの街路樹の豊かな

みどりが潤いのある景観を形成しています。さらに、迎賓館や四谷見附橋などによる歴史的なお

もむきある景観が地区周辺に広がっています。 

本地区では、平成 16 年に「四谷駅前まちづくり協議会」が、そして、平成 21 年には「四谷

一丁目北地区協議会」が発足し、まちづくりの推進に向けた積極的な活動が行われました。その

活動の成果は、平成 24 年の「四谷駅前地区まちづくり誘導方針」、また、平成 25 年「四谷駅周

辺地区地区計画」策定へと繋がりました。 

これまでのまちづくりの成果である四谷駅前周辺の目指すまちの将来像を踏まえ、大規模な公

有地を中心とした業務・商業機能の強化と文化・交流機能の導入により、駅前の新たな賑わいの

交流拠点の形成が図られます。また、しんみち通りでは賑わいの連続性によりし、魅力ある街並

み形成を図るとともに、快適な歩行者空間の拡充が図られます。 

「歴史あるおもむき外濠地区」と合わせた広域的な景観の形成を推進していくとともに、地区

内のまちなみの変化を踏まえ、歴史性に配慮した賑わいの創出と継承、自然的・歴史的なおもむ

きを保全するため、以下の方針に基づき景観の形成を推進します。 

 

 

① にぎわいの拠点にふさわしい駅前景観の形成 

迎賓館や四谷見附橋、外濠などの歴史的資源との調和を図り、多くの乗降客で賑わう四ツ

谷駅前や新宿通りの玄関口として、訪れる・住む・働く人の多様な活動が映える賑わいの拠

点の顔にふさわしい、東京を代表する魅力的な駅前景観の形成を推進します。 

 

② 豊かなみどりの保全と創出 

駅周辺のおもむきのある豊かなみどりを保全していきます。潤いあふれるまとまったみど

りの創出、小さくても質の高い緑化を促し、みどりの拡充を図ります。 

 

③ まちの魅力を相互に結び付ける歩行空間の整備 

四ツ谷駅前の賑わいと通りごとに個性のあるまちなみを創出し、新しい交流の場、緑陰の

ある街路樹や道路沿いの緑化、たたずむことができる空間、地域に継承される景観資源を相

互に結びつけ、安全で快適な歩きたくなる空間の整備を推進します。 

 

④ 外濠周辺における景観の連続性を意識した屋外広告物の景観誘導 

 外濠周辺における景観の歴史あるおもむきや水とみどりの連続性を意識しながら、屋外広

告物のデザイン誘導を進め、風格ある賑わいの都市景観を形成していきます。 
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(３) 景観形成基準 

「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の景観形成基準を 図表４ー１ のとおりとします。 

 

図表４－１ 「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の景観形成基準（建築物の新築等） 

■建築物の新築等 

届出対象行為 建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修

繕若しくは模様替又は色彩の変更 

届出対象規模 建築物の高さ＞10ｍ又は延べ面積＞300㎡ 

景
観
形
成
基
準 

形態意匠 
 
○外壁の色彩や素材は、低層部では質感豊かな材質を用いる、色の彩度

を抑えるなど、賑わいの中にも風格があるものとし、まちなみの連続

性に配慮するとともに、周辺景観との調和を図る。 

○形態意匠は、建築物単体のバランスだけでなく、その通りが持つ個性

を考慮し、賑わいを感じさせるものとする、開放的なものとするなど、

まちなみの連続性に配慮するとともに、周辺景観との調和を図る。 

○外堀通り沿いでは、色彩や素材、形態意匠は、自然素材にする、日本

の伝統色を用いる、低彩度とするなど落ち着いたものとし、外濠など

の景観資源と一体となった景観の創出に配慮する。 

 

その他 
 
○通りごとに個性のあるまちなみ、街を訪れる人を受け止めるゆとりと

にぎわいのある駅前景観を創出する。 

○周囲の景観やまちなみに調和するように壁面の分節化を図り、長大な

壁面とならないようにする。 

○隣接する建築物の壁面等の位置を考慮した配置とする。 

○軒線の連続性、並走する通りに対しての正面性など、まちなみの連続

性に配慮する。 

○附帯する設備等は、建築物と一体的に計画するか、歩行者や水平方向

からの見え方に配慮し、緑化や目隠しなどによる修景を行う。 

○附帯する構造物や施設等は、建築物との調和を図るとともに、歩行者

からの見え方に配慮した修景を行う。 

○道路沿いでは、シャッター等は透過性の高いものとするなど、夜間景

観に配慮する。 

○周辺の景観に調和し、通りごとの魅力が感じられる夜間景観の創出に

配慮した照明を行う。 

○通りなどから見えやすい位置に、建物の一部やわずかな隙間を利用す

るなど、できる限り緑化を行う。 

○敷地内に歴史的な建造物、残すべき自然などがある場合は、積極的に

これらをいかす。 

○道路沿いの低層部は、通りから賑わいを感じさせる開放的な意匠とす

るなど、歩きたくなる空間、滞留空間の創出を図る。 

○広場や歩道状の空地や壁面後退部分などは、可能な限り段差をなくし

歩きやすくする、歴史を偲ぶ形態意匠にする、周辺と調和した舗装材

とするなど、一体的な空地を形成する。 

○ビル名や店名等の自家用広告物、第三者広告物等の屋外広告物の掲出

については、建築物の設計の早い段階から、周辺景観や建築物等へ配

慮する。 
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ただし、建築物の高さ＞60ｍ又は延べ面積＞30,000 ㎡の場合は、下記の景観形成基準を加え

るものとする。 

景
観
形
成
基
準 

形態意匠 
 
○色彩は、別表３の色彩基準に適合するとともに、隣接する建築物や周

辺景観との調和を図る。 

その他 
 
○形態意匠、色彩、配置は、市ヶ谷橋や四谷見附橋、迎賓館前の眺望点

からの見え方に配慮する。 

○壁面の位置の連続性や、適切な隣棟間隔の確保など、隣接する建築物

や周辺景観との調和を図る。 

○高さのある樹木、季節を感じさせる樹木を植える、屋上や壁面にも緑

化を行うなど、みどり豊かな周辺景観との連続性を確保し、潤いのあ

る空間を創出する。 

○周辺の建築物のスカイラインとの調和を図るとともに、おもむきある

みどりの眺望の保全と創出を図る。 

○既存樹木は保全する。もしくは、同等の樹木による緑化を行う。 

○緑化にあたっては、生態系にも配慮した樹種の選定を行うとともに、

積極的に屋上や壁面の緑化を行う。 

○隣接する敷地や公共施設と一体となったオープンスペースを新たに

創出するなど、周辺景観や駅前利用に配慮した配置とする。 

 

 

 

図表４－２ 「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の景観形成基準（工作物の建設等） 

■工作物の建設等 

届出対象行為 工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修
繕若しくは模様替又は色彩の変更 

工作物の種類と 
届出対象規模 

・煙突、鉄柱、装飾塔、記念塔、物見塔その他これらに

類するもの（※１） 

・昇降機、ウォーターシュート、コースターその他これ

らに類するもの（回転運動をする遊戯施設を含む） 

・製造施設、貯蔵施設、遊戯施設、自動車車庫(建築物で

あるものを除く)その他これらに類するもの 

 

高さ＞１０ｍ 

 
 

景
観
形
成
基
準 

形態意匠 ○色彩や素材は、賑わいの中にも風格があるものとし、まちなみの連続

性に配慮するとともに、周辺景観との調和を図る。 

○形態意匠は周辺環境との調和を図る。 

○外堀通り沿いでは、色彩や素材、形態意匠は、外濠などの景観資源と

の一体となった景観の創出に配慮する。 

その他 ○屋上に配置する場合、形態意匠は、建築物と一体的に見えるようにす

るなど、周囲からの見え方に配慮する。 

○長大な壁面の工作物は避けるなど、圧迫感の軽減を図る。 

○通りなどから見えやすい位置に、わずかな隙間を利用する等、できる

限り緑化を行う。 

 

 

 

 

 

 



6 

 

ただし、工作物の高さ＞６0m又は築造面積＞30,000㎡の場合は、下記の景観形成基準を加え
るものとする。 

景
観
形
成
基
準 

形態意匠 ○色彩は、別表３の色彩基準に適合するとともに、隣接する建築物や周

辺景観との調和を図る。（ただし、コースターなどの遊戯施設で、壁

面と認識できる部分をもたない工作物を除く。） 

 

その他 ○周囲の公園や道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせない

よう、隣棟間隔を確保し、長大な壁面の工作物は避ける。 

○形態意匠、色彩、配置は、市ヶ谷橋や四谷見附橋、迎賓館前の眺望点

からの見え方に配慮する。 

○周辺の建築物のスカイラインとの調和を図るとともに、おもむきある

みどりの眺望の保全と創出を図る。 

○斜面地への設置を避ける。 

○既存樹木は、保全する。もしくは、同等の樹木による緑化を行う。 

 

※１ 架空電線路用並びに電気事業法第２条第１項第１０号に規定する電気事業者および同項第１２号に規

定する卸供給事業者の保安通信設備用のもの（擁壁を含む）並びに電気通信事業法第２条第５項に規定す

る電気通信事業者の電気通信用のものを除く 

 

 

図表４－３ 「潤いと歴史かおる四谷駅周辺地区」の景観形成基準（開発行為） 

■開発行為 (都市計画法第 4 条第 12 項に規定する開発行為) 

届出対象規模 開発区域の面積＞1,000㎡ 

景観形成基準 ○開発区域内に、歴史的な建造物や残すべき自然などがある場合は、そ

れらをいかした計画とする。 

○擁壁や法面は、緑化などを行うことにより、圧迫感の軽減を図る。 

○大幅な地形の改変を避けるとともに、長大な擁壁や法面などが生じな

いようにする。 
 

ただし、開発区域の面積＞3,000㎡の場合は、下記の景観形成基準を加えるものとする。 

景観形成基準 ○事業地内のオープンスペースや緑地が駅前や外濠公園のオープンス

ペースと連続的なものとなるように計画する。 

○駅前や外濠公園への歩行者の動線を確保する。 

○電線類は道路を整備する際に地中化したり、目立たない場所に設置す

るなどの工夫をする。 
 

 

 

図表４－４（別表３）マンセル値における基準 

 色 相 明 度 彩 度 
①外壁基本色 
*外壁各面の 4/5 はこの

範囲から選択 

0R～4.9YR 
4以上 8.5未満 4以下 

8.5以上 1.5以下 

5.０YR～5.０Y 
4以上 8.5未満 6以下 

8.5以上 2以下 

その他 
4以上 8.5未満 2以下 

8.5以上 1以下 
②強調色 
*外壁各面の 1/5 以下で

使用可能 

色 相 明 度 彩 度 
0R～4.9YR 

－ 
4以下 

5.0YR～5.０Y 6以下 
その他 2以下 

②屋根色 
（勾配屋根） 

屋根面の立ち上がりを外壁に含めて面積割合を計算する。 

  


